
 

 

 

平成20年7月11日 

各 位 

会 社 名 ： 日本エンタープライズ株式会社 

代表者の役職名 ： 代表取締役社長 植田勝典 

（ コ ー ド 番 号 ４ ８ ２ ９  東 証 第 二 部 ） 

問合せ先責任者 ： 常務取締役管理本部長 田中 勝 

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０３－５７７４－５７３０ 

 

 

関係会社株式の評価損計上について 

 

 
当社は、平成20年7月11日開催の取締役会において、平成20年5月期連結決算及び個別決算において、当社 

所有の関係会社株式の評価損を計上することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、本評価損の影響を含む当社平成 20 年 5 月期連結決算、個別決算につきましては、本日公表の平成 20 年 

5月期決算短信をご参照ください。 

 

 

 

記 

 

 

１．株式会社キャンティック 

（1）発生した関係会社株式評価損の内容等 

①評価損の内容 

会 社 名  株式会社キャンティック 

取得価額    10,000千円 

評価損額   9,999千円 

②経緯 

同社は、当社が独自に培った携帯販売店におけるコンテンツ販売を促進する「店頭アフィリエイト事業」 

との相乗効果を狙った人材支援業務等を推進すべく活動してまいりましたが、当事業の良質なサービスを 

提供する人材の確保が予想以上に捗らず、現段階において、事業基盤が構築できていないことから、同社 

の財政状態を投資の評価に反映させるため、評価損を計上することを決定いたしました。 

今後は、引き続き人材確保および育成と共に営業活動を継続し、事業基盤の早期確立を図ってまいります。 

（2）当社の業績に及ぼす影響 

平成20年5月期 個別決算において、特別損失が発生いたしますが、影響は軽微であります。 

（3）株式会社キャンティックの概要 

①所在地   東京都渋谷区渋谷1-17-8  

②代表者   代表取締役社長 佐藤正広（当社専務取締役） 

③資本金の額 10,000千円 

④株主構成  日本エンタープライズ株式会社 100％所有 

 

 

２．瑞思放送（北京）数字信息科技有限公司 

（1）発生した関係会社株式評価損の内容等 

①評価損の内容 

会 社 名  瑞思放送（北京）数字信息科技有限公司 

取得価額    16,449千円 

評価損額  16,449千円 



②経緯 

同社は、日中文化に関するＰＣやモバイル向けのコンテンツ配信やキャラクタライセンス事業、 

イベント事業などを行うべく、事業活動を続けてまいりましたが、日中合同音楽祭の中止や中国中央 

電視台（ＣＣＴＶ）との協業により企画・制作に着手していた「食品・薬品の安全に関する情報番組」の 

放映が、日中間における食品安全問題により中止となる等、企画遂行段階で終了となる事業が複数発生し、 

現段階において、確実なビジネスが構築できていないことから、同社の財政状態を投資の評価に反映 

させるため、評価損を計上することを決定いたしました。 

今後は、当社中国子会社との協業を主体に、ＰＣやモバイル向けのコンテンツ配信やキャラクタ 

ライセンス事業の分野において、事業基盤の早期確立を図ってまいります。 

 

（2）当社の業績に及ぼす影響 

平成20年5月期 連結決算において、特別損失が発生いたしますが、影響は軽微であります。 

 

（3）瑞思放送（北京）数字信息科技有限公司の概要 

     ①所在地   中華人民共和国北京市 

     ②代表者   董事長 植田勝典（当社代表取締役） 

     ③資本金の額 2,000千人民元 

     ④株主構成  因特瑞思（北京）信息科技有限公司 56％所有 

           株式会社東京放送         34％所有 

           株式会社サーチナ          10％所有 

 

 

 

３．瑞思豊通（北京）信息科技有限公司 

（1）発生した関係会社株式評価損の内容等 

  ①評価損の内容 

    会 社 名  瑞思豊通（北京）信息科技有限公司 

    取得価額    30,000千円 

    評価損額  14,304千円 

  ②経緯 

     同社は、中国全土におけるデジタル地図データを用いて、携帯電話向けに観光情報配信サービスを 

行うべく設立した合弁会社であり、中国における第 3 世代携帯電話市場の本格普及による需要の拡大を 

見据え、中国政府関係機関への働きかけ、通信キャリアへの提案営業、地図提供アプリケーション制作、 

サイト構築等の準備を進めてまいりました。しかしながら、現時点において、第 3 世代携帯電話の 

サービス開始の目処が立たない状況となっていることから、同社の財政状態を投資の評価に反映させる 

ため、評価損を計上することを決定いたしました。 

今後は、第3世代携帯電話の普及動向を注視しながら、サービス提供準備を進め、また、並行して他の 

事業領域を模索し、事業基盤の早期確立を図ってまいります。 

 

（2）当社の業績に及ぼす影響 

    平成20年5月期 連結決算において、特別損失が発生いたしますが、影響は軽微であります。 

 

（3）瑞思豊通（北京）信息科技有限公司の概要 

     ①所在地   中華人民共和国北京市 

     ②代表者   董事長 顔 兵（当社海外本部長） 

     ③資本金の額 50,000千円 

     ④株主構成  因特瑞思（北京）信息科技有限公司 60％所有 

           豊田通商株式会社         30％所有 

          北京図新経緯導航系統有限公司    10％所有 

 

以 上  


